
【宣言情報】 宣言事業者名： 社会福祉法人　太田松翠会

その他（上記以
外・自由記載） - →

自法人・事業所を
取り巻く環境や今
後の課題について
話し合う機会を設
けている

○

職員会議や支援会議等で法人や自事業
所の利用者の動向・業績・将来に向けた
見通し等の情報（理事会資料等より）を公
開・説明している。

→

情
報
共
有
・
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー

シ

ョ
ン

理念、方針、ビジョ
ンを職員に周知・
徹底している

○

「生産性向上のための業務改善取組マ
ニュアル」を用い、職員会議・支援会議・
段階層別法人研修で適宜説明し、「クレド
カード」も配布している。

→

年度事業計画と
目標を職員に明
確に示している

○

事業計画の内容を具体的でわかりやす
い言葉で示している。

現場からのアイデ
アや意見・提案を
吸い上げる機会を
設けている

○

職員会議や支援会議で積極的に発言で
きる職場風土づくりを整備し、今後は業
務改善提案書のフォーマットを作成し、職
員に配布・活用していく予定である。

→

→

記録・報告、ミー
ティング等で、利
用者等に関する
情報の共有を徹
底している

○

職員会議や内部研修等で情報共有の重
要性を伝えホウ・レン・ソウの徹底を図っ
ている。また、利用者情報をタブレット等
で情報共有し効率化や質の向上を図って
いる。

→

宣言達成のための取組

(大項目２項目以上から、小項目１項目以上の取組を行うこと。）

大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取
組を公表したい項目」を具体的に記載

～ 年 7 月

将来の目標

2026 2026

＜宣言＞

　私たちは、職員一人ひとりがやりがいを持って働き続けられる魅力ある職場づくりの取組を以下の
とおり行い、それを積極的に公表することを宣言します。

取組期間 年 2 月 1 日 31 日



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取
組を公表したい項目」を具体的に記載

将来の目標

その他（上記以
外・自由記載） - →

人事制度を実態
に合った制度とす
るため、適宜検討
や見直しを行いな
がら運用している

→

評
価
・
報
酬

一人ひとりの果た
すべき役割や目
標について話し合
いを行っている

○

職員会議等でキャリアパスや経営目標を
説明し、職員それぞれが目標（適切なス
トレッチ目標）を設定できる機会を設け、
個人面談で期待を伝えモチベーションに
つなげている。

→

賃金の決め方・上
げ方をルール化
し、明確に示して
いる

○

職員会議で給与規程やキャリアパス表に
より、基本給・昇給・賞与・手当について
明確に示す機会を設けている。 →

「キャリアパス」の職責・役割を４段階評価で自
己評価したものを用い、管理者の評価と照らし
合わせる面談を新たに実施する。正規職員は
キャリアアップや資格取得、多職種経験などで
向上心を芽生えさせるきっかけをつくる。

仕事ぶりや能力な
どの評価を踏ま
え、何らかの処遇
改善につなげてい
る

→

相談窓口を設置
するなどして職員
の不満・不安を聞
く機会を設けてい
る

○

意見箱や面談によるヒヤリング・相談窓
口を設置し、職員の声に耳を傾けてい
る。 →

評価基準を示し、
仕事ぶりや能力に
ついて面談による
フィードバックを
行っている

△

「キャリアパス」を用い、昇給・昇格に必要
な評価基準を定めているが、面談による
フィードバックは実施していない。 →

職員一人ひとりの
心身の健康に配
慮する取り組みを
行っている

○

定期健康診断のほかに、インフルエンザ
予防接種の費用補助を実施、現在、大腸
がん検診（潜血）費用補助を検討中。心
の健康管理は地域産業保健センターの
個別相談による産業保健指導を勧め、メ
ンタルヘルス対策は日頃からのコミュニ
ケーションの実施、職業性ストレス簡易
調査票によるストレスチェックの実施、メ
ンタルヘルス研修を行っている。

→

その他（上記以
外・自由記載） - →

職員が子育てや
介護、病気の治療
などをしながらで
も仕事を続けられ
る支援を行ってい
る

○

育児・介護休業規則に関する個別周知・
意向確認を全職員に行い、家庭と仕事を
両立できる職場の雰囲気づくりを啓発し
ている。事業所内に相談窓口も設置して
いる。

→

労
務
管
理

業務の見直しや
IＣＴの導入等によ
り、勤務時間や仕
事内容で過重な
負担を強いないよ
うにしている

○

生産性向上のための業務改善取組マ
ニュアルを用い、３М（ムリ・ムダ・ムラ）の
観点から業務の必要性を見直し簡略化
するように努めている。 →

パワハラ・セクハ
ラの予防・解決に
向けた取り組みを
行っている

○

ハラスメント防止及び相談対応マニュア
ルを配布している。相談窓口の設置・周
知をしている。 →



大項目 小項目

具体的取組

自己
評価

現在の状況
※「今後取り組む項目」及び「現在の取
組を公表したい項目」を具体的に記載

将来の目標

　【自己評価】「CHECK＆ACTION25」による自己チェックの点数に基づくもの

管理者は個別面談を定期的に実施し、放
任せず一人ひとりの負荷の程度や担当
業務の進捗状況などを確認する。業務改
善プロジェクトチームを立ち上げ、チーム
主体で働きやすさを向上させていく仕組
みを整えている。

→

その他（上記以
外・自由記載） - →

苦情対応マニュアルやカスハラ対応マ
ニュアルを作成・周知し組織的に対応し
ている。また、カスタマーハラスメントに対
する行動指針をHPに掲載、利用者と契
約を締結する際に提示・説明をしている。

→

主体性を尊重し、
仕事を任せ、それ
を支援する組織風
土がある

○

新人・リーダー・管
理職などの階層に
応じた教育を体系
的に行っている

○

生産性向上のための業務改善取組マ
ニュアルやキャリアパスで職員に期待す
る役割を明確化し段階層別職員研修等
を提供している。今後の取組として、自分
又は自事業所だけが良ければいいので
はなく、常に「相手の気持ちを汲み取る」
「将来のために職員を育てる」という意識
が全職員に根付くように働きかける機会
を設けることを考えている。

→

将来のキャリア形
成について、支援
やアドバイスを
行っている

その他（上記以外・自由
記載） - →

高齢者をはじめ多
様な人材が活躍
できる職場を整備
している

○

高齢者に配慮した短時間での職場や、
ワーク・ライフ・バランスを重視する他世
代（育児・介護など）が活用できる職場の
整備。【運転手・グループホーム世話人・
アルバイトサポートスタッフ】

→
職
場
環
境
・
組
織
風
土

多様化・複雑化す
る介護ニーズに
チームで対応して
いる

○

支援困難ケース会議等高い専門性を
持った職員主導のもと（介福・社福・強度
行動障害等）誰もが本音で話し合える場
を設けている。

→

有給休暇の取得
促進に向けた体
制を明確化し、取
得しやすい環境を
整備している

○

管理者は年次有給休暇の取得日数の目
標値を設定し、取得を促している。一人
ひとりの仕事量に偏りがないか「業務・役
割分担表」や「業務手順書」を作成してい
る。

→

利用者や利用者
家族からのクレー
ムや過度な要求
には組織で対応し
ている

○

魅力ある職場づく
りを行い、求職者
に適切な方法で発
信している

○

キャリアパスやワーク・ライフ・バランスな
ど働きやすい職場環境の整備、福利厚
生の充実など職場の魅力を高め、採用
時の強力なアピールポイントにしている。
マイナビと契約しWEBや動画等積極的に
活用し若年層の採用活動に力を入れて
いる。

→

人
材
採
用
・
育
成

自法人・事業所の
現状分析をもと
に、必要な人材の
募集・採用を行っ
ている

○

管理者は今後必要となる人員数を分析・
検討し、人材の採用を行っている。必要
に応じて多様な人材（高齢者・障害者・無
資格者・外国人等）も活用し人材不足問
題に取り組んでいる。

→

研修体制の整備
や自己啓発支援
などを通じ、職員
のスキルアップを
図っている

○

段階層別法人内研修の実施、外部研修
への積極的な派遣、費用補助制度や研
修参加時は出勤扱いとするといった仕組
みを整備し、スキルアップを図っている。

→

その他（上記以
外・自由記載） - →

→


